
国国国国

際際際際

的的的的

にににに

もももも

異異異異

常常常常

なななな

所所所所

得得得得

のののの

低低低低

下下下下

日

本

の

雇

用

者

報

酬

（

所

得

）

は

、

１

９

９

７

年

に

対

し

て

２

０

１

１

年

は

87

・

８

％

と

大

き

く

低

下

し

て

い

ま

す

。

他

の

先

進

国

が

、

Ｉ

Ｔ

バ

ブ

ル

の

崩

壊

や

リ

ー

マ

ン

シ

ョ

ッ

ク

な

ど

の

影

響

を

受

け

つ

つ

も

、

雇

用

者

報

酬

が

同

じ

期

間

に

１

３

０

％

か

ら

１

９

０

％

と

大

幅

に

増

加

し

て

い

る

の

に

対

し

て

、

日

本

は

異

常

と

も

言

え

る

低

水

準

と

な

っ

て

い

ま

す

。

会会会会

社社社社

のののの

業業業業

績績績績

向向向向

上上上上

にににに

貢貢貢貢

献献献献

しししし

てててて

いいいい

るるるる

労労労労

働働働働

者者者者

にににに

ふふふふ

ささささ

わわわわ

しししし

いいいい

配配配配

分分分分

をををを

日

立

製

作

所

の

、

従

業

員

１

人

あ

た

り

の

労

務

費

（

賃

金

・

一

時

金

な

ど

）

は

こ

の

数

年

で

大

き

く

低

下

し

て

い

ま

す

。

そ

の

一

方

で

、

日

立

グ

ル

ー

プ

全

体

の

従

業

員

１

人

あ

た

り

の

売

上

高

は

、

２

０

０

２

年

度

に

は

２

５

０

０

万

円

だ

っ

た

も

の

が

２

０

１

１

年

度

に

は

２

９

０

０

万

円

と

な

っ

て

お

り

、

こ

の

10

年

間

で

１

人

あ

た

り

５

０

０

万

円

も

増

加

し

て

い

ま

す

。

会

社

の

業

績

向

上

に

大

き

な

貢

献

を

し

て

い

る

従

業

員

に

対

し

て

、

賃

上

げ

な

ど

に

よ

り

貢

献

に

ふ

さ

わ

し

い

配

分

を

す

べ

き

で

す

。

貯貯貯貯

めめめめ

込込込込

んんんん

だだだだ

内内内内

部部部部

留留留留

保保保保

をををを

賃賃賃賃

上上上上

げげげげ

にににに

非非非非

正正正正

規規規規

労労労労

働働働働

者者者者

のののの

待待待待

遇遇遇遇

改改改改

善善善善

をををを

労

働

者

の

所

得

が

低

下

し

深

刻

な

デ

フ

レ

不

況

が

継

続

し

て

い

る

中

で

、

日

本

の

大

企

業

の

内

部

留

保

は

こ

の

10

年

間

で

１

０

０

兆

円

も

増

加

し

ま

し

た

。

日

立

グ

ル

ー

プ

の

連

結

内

部

留

保

も

２

兆

７

０

０

０

億

円

と

な

っ

て

い

ま

す

。

大

企

業

が

貯

め

込

ん

だ

内

部

留

保

の

ほ

ん

の

一

部

を

取

り

崩

す

だ

け

で

、

賃

上

げ

を

実

現

で

き

ま

す

。

例

え

ば

日

立

グ

ル

ー

プ

の

内

部

留

保

を

１

％

取

り

崩

す

だ

け

で

、

日

立

グ

ル

ー

プ

の

全

従

業

員

の

賃

金

を

月

１

万

円

増

や

す

事

が

で

き

ま

す

。

非

正

規

雇

用

の

労

働

者

は

全

労

働

者

の

３

分

の

１

を

超

え

て

お

り

、

若

者

・

女

性

で

は

半

数

が

非

正

規

雇

用

と

な

っ

て

い

ま

す

。

昨

年

の

平

均

賃

金

は

１

９

９

０

年

以

降

で

最

低

と

な

り

、

年

収

２

０

０

万

円

に

満

た

な

い

労

働

者

が

１

７

８

２

万

人

と

な

っ

て

い

ま

す

。

他

の

国

に

お

け

る

非

正

規

雇

用

の

比

率

は

、

ド

イ

ツ

が

14

・

５

％

、

フ

ラ

ン

ス

が

13

・

５

％

な

ど

と

な

っ

て

お

り

、

日

本

の

非

正

規

雇

用

の

多

さ

が

際

立

っ

て

い

ま

す

。

非

正

規

労

働

者

の

待

遇

改

善

は

緊

急

の

課

題

で

す

。

賃

上

げ

に

よ

り

、

国

際

的

に

も

異

常

な

所

得

の

低

下

と

長

引

く

不

況

か

ら

抜

け

だ

し

経

済

の

好

循

環

を

作

り

出

す

事

が

、

日

本

経

済

の

発

展

に

つ

な

が

り

ま

す

。

日

本

経

団

連

が

狙

う

さ

ら

な

る

賃

下

げ

は

、

不

況

を

さ

ら

に

深

刻

化

さ

せ

る

も

の

で

す

。

今

こ

そ

、

大

幅

な

賃

上

げ

を

実

現

す

る

時

で

す

。
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２０１３年２月１５日(金)付「しんぶん赤旗」より



驚驚驚驚

きききき

のののの

リリリリ

スススス

トトトト

ララララ

とととと

出出出出

向向向向

大

リ

ス

ト

ラ

を

実

施

し

て

い

る

日

立

電

線

で

は

、

２

回

目

の

早

期

退

職

制

度

の

募

集

が

1

月

31

日

で

終

了

し

ま

し

た

が

、

募

集

人

員

約

６

０

０

人

に

対

し

て

、

応

募

者

数

は

な

ん

と

１

１

１

２

人

と

、

ほ

ぼ

倍

の

人

数

で

、

職

場

で

は

「

こ

ん

な

に

辞

め

さ

せ

る

と

は

」

と

驚

き

の

声

が

あ

が

っ

て

い

ま

す

。

一

方

で

、

早

期

退

職

制

度

か

ら

外

れ

た

若

い

人

を

中

心

に

数

十

人

が

、

日

立

建

機

・

竜

ヶ

崎

に

出

向

が

年

内

の

予

定

で

実

施

さ

れ

て

い

ま

す

。

単

身

赴

任

の

人

も

い

て

生

活

や

将

来

に

不

安

を

感

じ

な

が

ら

の

毎

日

で

す

。

「

家

を

建

て

る

計

画

も

止

め

た

」

「

二

重

生

活

で

経

費

も

か

さ

む

」

な

ど

不

安

の

声

が

あ

り

ま

す

。

出

向

者

に

対

し

た

き

め

細

な

対

応

が

組

合

に

求

め

ら

れ

て

い

ま

す

。

（

日

立

国

分

）

余余余余

裕裕裕裕

のののの

無無無無

いいいい

職職職職

場場場場

はははは

脆脆脆脆

いいいい

？？？？

日

立

オ

ム

ロ

ン

の

製

造

現

場

は

超

多

忙

状

態

が

続

い

て

い

ま

す

。

毎

日

夜

10

時

頃

ま

で

生

産

が

続

き

、

休

日

出

勤

も

月

２

回

・

３

回

、

現

場

の

残

業

時

間

は

90

時

間

程

と

な

っ

て

い

ま

す

。

新

旧

の

Ａ

Ｔ

Ｍ

の

生

産

が

集

中

し

た

の

が

原

因

で

す

が

、

日

頃

か

ら

「

効

率

向

上

」

運

動

の

た

め

職

場

に

は

余

裕

も

ゆ

と

り

も

あ

り

ま

せ

ん

。

先

日

も

「

イ

ン

フ

ル

エ

ン

ザ

」

が

流

行

り

職

場

は

パ

ニ

ッ

ク

状

態

、

ひ

と

段

落

し

た

と

思

っ

た

ら

、

今

度

は

不

良

対

策

で

ま

た

も

や

パ

ニ

ッ

ク

。

請

負

労

働

頼

み

や

人

員

不

足

で

余

裕

の

な

い

職

場

の

脆

さ

が

出

て

い

ま

す

。

（

日

立

オ

ム

ロ

ン

旭

）

「「「「

ググググ

ロロロロ

ーーーー

ババババ

ルルルル

成成成成

長長長長

戦戦戦戦

略略略略

」」」」

そそそそ

のののの

先先先先

にににに

見見見見

ええええ

るるるる

もももも

のののの

はははは

日

立

工

機

で

は

業

界

で

の

「

世

界

ト

ッ

プ

３

へ

の

挑

戦

―

事

業

規

模

の

拡

大

と

コ

ス

ト

力

の

強

化

―

」

の

経

営

方

針

の

下

に

、

海

外

生

産

へ

の

加

速

が

押

し

進

め

ら

れ

て

い

ま

す

。

会

社

の

計

画

で

は

二

〇

一

五

年

に

は

売

上

高

で

72

％

、

生

産

高

台

数

で

91

％

、

調

達

高

で

90

％

の

海

外

比

率

を

目

指

し

て

い

ま

す

。

国

内

の

機

械

職

場

で

は

設

備

の

廃

棄

で

ガ

ラ

ガ

ラ

の

寒

々

し

い

状

況

に

、

ま

る

で

倒

産

企

業

の

よ

う

だ

。

い

つ

仕

事

が

な

く

な

っ

て

し

ま

う

の

か

と

雇

用

不

安

が

高

ま

っ

て

い

ま

す

。

「

グ

ロ

ー

バ

ル

戦

略

の

推

進

、

営

業

利

益

率

二

桁

の

早

期

復

活

で

会

社

が

拡

大

成

長

」

し

て

も

、

働

く

者

の

生

活

が

豊

か

に

な

ら

な

い

、

雇

用

な

ど

将

来

不

安

だ

け

が

増

大

す

る

成

長

し

な

い

国

に

な

っ

て

し

ま

う

ト

ッ

プ

ラ

ン

ナ

ー

だ

け

は

御

免

だ

と

の

声

が

上

が

っ

て

い

ま

す

。

（

日

立

工

機

）

日日日日

立立立立

はははは

（（（（

日日日日

立立立立

ココココ

ンンンン

シシシシ

））））

のののの

経経経経

営営営営

健健健健

全全全全

化化化化

にににに

責責責責

任任任任

をををを

持持持持

てててて

一

月

に

開

催

さ

れ

た

（

日

立

コ

ン

シ

）

経

営

審

議

会

の

議

事

録

が

配

布

さ

れ

ま

し

た

が

、

「

連

結

売

上

が

二

〇

一

〇

年

度

の

半

分

程

度

に

ま

で

急

激

に

縮

小

」

「

予

算

未

達

の

見

通

し

」

「

黒

字

化

は

非

常

に

厳

し

い

状

況

」

な

ど

、

従

業

員

の

不

安

が

増

す

こ

と

ば

か

り

。

日

立

ブ

ラ

ン

ド

と

し

て

日

立

製

作

所

社

長

が

先

頭

に

立

っ

て

推

進

し

て

き

た

薄

型

テ

レ

ビ

の

収

益

改

善

の

た

め

、

多

く

の

仲

間

た

ち

が

出

向

・

転

属

に

応

じ

、

（

日

立

コ

ン

シ

）

へ

の

分

社

化

で

立

て

直

し

を

計

り

ま

し

た

。

し

か

し

、

メ

イ

ン

の

事

業

で

あ

る

薄

型

テ

レ

ビ

に

つ

い

て

、

昨

年

の

日

立

製

作

所

の

方

針

転

換

で

事

業

統

括

機

能

を

日

立

Ｃ

Ｍ

に

移

管

す

る

こ

と

に

な

り

、

収

益

改

善

の

た

め

（

日

立

コ

ン

シ

）

労

使

が

四

苦

八

苦

し

て

き

ま

し

た

が

、

未

だ

に

経

営

健

全

化

へ

の

見

通

し

が

つ

き

ま

せ

ん

。

日

立

製

作

所

が

日

立

プ

ラ

ン

ト

テ

ク

ノ

ロ

ジ

ー

を

四

月

に

吸

収

合

併

の

発

表

が

あ

り

ま

し

た

が

、

（

日

立

コ

ン

シ

）

に

つ

い

て

も

日

立

製

作

所

内

に

戻

す

な

ど

し

て

、

日

立

製

作

所

が

責

任

を

持

っ

て

抜

本

的

な

事

業

再

編

を

実

行

す

る

必

要

が

あ

る

の

で

は

な

い

で

し

ょ

う

か

。

（

日

立

コ

ン

シ

横

浜

）
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私の働く現場で作業の途中で体調を崩し、その作業者が寝込ん

でしまった事がありました。結果的に1～2時間程、横になり作業に戻れたの

ですが、やはり当時は周囲の人も心配し半年を取るよう勧めましたが、派遣

社員の彼は会社のシステムで半年という選択肢がないと言っていました。私達の職場

はしばしば徹夜するときがあるのですが、そんな時も彼は徹夜休暇のシステムがない

から僅かな休息を取って出社してきます。私は派遣会社任せではなく世の中の仕組み

が半年や徹夜休暇を使えるようになればい

いのにと思います。
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（このコーナーへの投稿をお待ちしています。）

Eﾒｰﾙ info@hitachikon.net にどうぞ！！

日立電線や日立超Ｌなど日立グループ企業

で行なわれているリストラに対して、1月31

日（木）、日立関連職場有志が日立労組本部

に緊急要請行動を行いました。昨年から業績

不調と言われる日立グループ企業において、

相次いでリストラ・人減らしが行なわれてい

ます。その内容は、違法な退職強要や企業従

業員の４割に当たる人員削減など異常なもの

です。

仲谷薫日立労組中央執行委員長が中央経営

審議会で「日立グループの事業構造改革

の断行には、関係する組合員の雇用と生

活を守る立場でしっかり対応していきた

い」と述べていることも踏まえて、社員

の切り捨てのリストラ・人減らしでなく、

日立製作所の責任で日立グループ内での

転籍などによって雇用を確保するように、

日立労組本部がリーダーシップを発揮し

て緊急に対応しいただくよう要請しまし

た。また、要請参加者は「日立超Ｌの人

員４割削減は会社が成り立たない可能性があ

る。労組本部がリーダーシップを発揮してほ

しい」「日立はＣＳＲ報告書で、グローバル

コンパクトやＩＳＯ２６０００を企業行動基

準としているが、疑問を感じる」「今は連結

決算であり、事業の撤退や再編の責任は日立

本体にある」「日立は３年連続好業績だが、

従業員の生活や労働条件の向上に繋がってい

ない。高いノルマ達成のために職場が疲弊し

ている」などの発言をしました。
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